
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本施策１ 地域におけるネットワークの強化 

自殺対策を推進する上での基盤整備となる取組が、 ―――――――主な取組―――――――― 

地域におけるネットワークの強化です。       ○ 生活困窮者自立支援事業 

地域で構築されているネットワーク等と自殺対策     関係機関との連携 

の連携を図るとともに、保健、医療、福祉、教育、  ○ 自殺対策協議会 

労働等さまざまな領域において、自殺対策のネッ     の開催 

トワークの強化に取り組みます。 

 

基本施策２ 自殺対策を支える人材の育成 

心の悩みに気づき、声をかけ、話を聴き、必要に  ―――――――主な取組―――――――― 

応じて専門の相談機関につなぐ役割を担う      ○ ゲートキーパー 

「ゲートキーパー」を養成するなど、専門家や関     養成研修の開催 

係者のみならず、幅広く自殺対策を支える人材の     

育成を図ります。 

 

基本施策３ 市民への啓発と周知 

市民が自殺対策について理解を深め、ひとりで悩  ―――――――主な取組――――――― 

まずに相談する意識の醸成を図るため、自殺予防   ○ こころの講演会の開催 

の啓発や相談先情報の周知に取り組みます。     〇 働きやすい就労環境 

                           啓発事業 

○ 相談窓口の周知 

 基本施策４ 生きることの促進要因への支援 

「生きることの阻害要因」を減らす取組に加え、  ―――――――主な取組――――――― 

孤立を防ぐための居場所づくり、適切な行政サー   ○ 地域子育て支援拠点事業 

ビスの利用支援団体へのつなぎ等の「生きること   〇 子どものまなび支援事業 

の促進要因」を増やす取組を行うことによって、   ○ 生活困窮者自立支援事業 

自殺リスクの低減を図ります。           ○ 地域包括支援センター 

の運営 

 

基本施策５ 児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育 

児童生徒がいのちの大切さを実感できる教育に加  ―――――――主な取組――――――― 

え、自殺対策に資する教育として、社会において   ○ スクールソーシャルワーカーの 

直面する可能性のあるさまざまな困難・ストレス     配置 

への対処方法を身につけるための教育（ＳＯＳの   ○ 青少年相談窓口の設置 

出し方に関する教育）、こころの健康の保持に係る 

教育等の実施を推進します。 

 

 

  重点施策１ 高齢者に対する自殺対策の推進 

  高齢者の自殺については、健康面など高齢者特有の ―――――――主な取組――――――― 

課題を踏まえつつ、多様な背景や価値観に対応した   ○ 自治会型デイホーム事業 

支援、働きかけが必要です。             ○ ゲートキーパー養成研修の開催 

また、高齢者は閉じこもりや抑うつ状態になりやす   ○ 悩みごと総合相談会の開催 

く、孤立・孤独に陥りやすいことから、相談体制や 

居場所づくり、生きがいづくりといった地域におけ 

る支援体制の強化に取り組みます。 

   

   

   

 

 

  重点施策２ 無職者、失業者、生活困窮者等に対する自殺対策の推進 

  生活困窮や無職、失業状態にある方は、単に経済的な ―――――――主な取組――――――― 

問題だけでなく、心身の健康や家族との人間関係等、  ○ 自立サポートセンターよりそい 

さまざまな問題を抱えていることが考えられ、自殺リ    での生活困窮相談や支援 

スクが高い傾向があります。                ○ ハローワーク職員による 

生活困窮者自立支援制度に基づく支援と自殺対策施策    無料就労支援 

を密接に連携させ、相談窓口での対応の充実や必要な  ○ 悩みごと総合相談会の開催 

支援につなげるための体制づくりに取り組みます。 

   

    

   

   

重点施策３ 有職者に対する自殺対策の推進 

  政府の働き方改革実行計画において、「改革の目指すと ―――――――主な取組―――――― 

ころは、働く方一人ひとりが、より良い将来の展望を持 ○ こころの講演会の開催 

ち得るようにする」ことが挙げられていますが、自殺に ○ ゲートキーパー養成研修の開催 

追い込まれる有職者はまさにこの反対の状況にあります。○ 悩みごと総合相談会の開催 

  特に男性の勤務・経営問題への対策は、労働環境の多様 ○ 働きやすい就労環境啓発事業 

化に対応できるよう、相談しやすい体制の充実を図ると 

ともに、職場におけるパワーハラスメントを含めたメン 

タルヘルス対策の普及啓発に取り組みます。   

    

基本理念 
市民一人ひとりが「こころ」と「いのち」を大切にし 

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現 



 
 

分類 相談名 相談内容 窓口 相談日時

終日

（返信には数日要します。）

ひとり親家庭就業・自立支援センター

（子ども福祉課内）

２０－５１４０（相談専用）

ひとり親家庭就業・自立支援センター

（子ども福祉課内）

２０－５１４０（相談専用）

健康 健康相談
生活習慣病等の病気の予防や健康に
関すること
電話相談・来所相談

福井市健康管理センター
２８－１２５６

月～金曜日
８：３０～１７：１５

保健師による相談
月～金曜日

８：３０～１７：１５

ひきこもり相談 ひきこもりに関する相談
福井県ひきこもり地域支援センター

（福井県総合福祉相談所）
２６－４４００

月～金曜日
９：００～１２：００

１３：００～１７：００

こころ

心の相談

家庭・仕事・学校・心身の不調等に
関すること
電話相談、来所相談（予約制）

ホッとサポートふくい
（福井県総合福祉相談所）

２６－４４００

月～金曜日
９：００～１７：００

精神科医師による心の相談
（要予約）

福井市保健所保健支援室
３３－５１８５

第１・３木曜日
１４：００～１７：００

子育て相談
子どもの成長、発達、育児に関する
こと
電話相談・来所相談

福井市健康管理センター内
（妊娠・子育てサポートセンター

ふくっこ）
２８－１２５６

月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て

福井市乳幼児育児相談
すまいるダイヤル

乳幼児期の子育てに関する相談
（育児、食事、保健衛生など）

福井市子育て支援課
２０－５２２３

月～金曜日
８：３０～１７：００

子ども相談

０～１８歳未満の子どもの気がかり
なことや不安等の相談
電話相談・来所相談・訪問相談
（臨床心理士等が対応）

子ども家庭センター
子育て支援室・相談室

２０－１５４１

火曜日を除く毎日
９：００～１８：００

月～金曜日
９：００～１６：００

生活 消費生活相談
消費生活に関する相談・情報の提供
に関すること

福井市消費者センター
２０－５５８８

月～金曜日
８：３０～１７：００

子ども
教育

青少年悩み相談
子どもたちに関する悩み相談
（学校や家庭など）

少年愛護センター（ヤングテレホン）

０１２０－５７－４９７０

月～金曜日

８：３０～１７：００

少年愛護センター（メール相談）
yanteresoudan@city.fukui.lg.jp

教育相談
小中学生の不登校の悩みに関するこ
と

チャレンジ教室
５２－１２５５

女性

女性相談 女性のDVや離婚に関する相談
月・水・木・金曜日

９：００～１７：００

ひとり親

ひとり親相談
ひとり親家庭の生活上、経済上の悩
みなどに関する相談

月・火・木・金曜日
８：３０～１７：１５

若年（１５～３９歳）無業者の就労
に関する相談（要予約）

ふくい若者サポート
ステーション

２１－０３１１

月～金曜日
９：００～１７：００

経済

生活困窮者への
自立支援相談

経済的自立やその他お困りごとに関
する相談

福井市生活支援課
自立サポートセンター

よりそい
２０－５５８０

月～金曜日
８：３０～１７：１５

仕事

労働・雇用相談
解雇・給与・労働時間・雇用保険な
どの労働・雇用問題（要予約）

福井市しごと支援課
２０－５３２１

月・火・木・金曜日
９：００～１７：００

就職に関する相談

就職相談、職業紹介、雇用保険受給
手続き等

福井公共職業安定所
（ハローワーク）
５２－８１５０
（自動音声案内）

月～金曜日
８：３０～１７：１５

多重債務無料
法律相談

多重債務に関する相談 福井弁護士会
２３－５２５５

（予約受付：月～金曜日
９：００～１７：００）

木曜日
１０：００～１２：００

土曜日
１３：００～１５：００

弁護士紹介
弁護士会相談（有料）

法律に関する相談
月～土曜日

９：００～１７：００

その他

法律に関する相談

借金、離婚、労働等法的トラブルの
解決に役立つ法制度や相談窓口の紹
介、民事法律扶助、犯罪被害者支援
等

法テラス福井
（日本司法支援センター）

０５０－３３８３－５４７５

月～金曜日
９：００～１７：００

登記、訴訟・調停等の申立、多重債
務問題、成年後見等に関する相談
（要予約）

福井県司法書士会
総合相談センター
４３－１６６９

水曜日
１３：００～１５：３０

弁護士無料相談

あらゆる悩み事に関する相談
離婚、相続、高齢者、借金、土地建
物、労働、インターネット、交通事
故等

福井弁護士会
２３－５２５５

（予約受付：月～金曜日
９：００～１７：００）

月・木・金・土曜日
１３：３０～１５：００

心配ごと相談
日常生活における悩みや問題など幅
広い心配ごと（福井人権擁護委員協
議会福井市部会へ委託）

福井市市民サービス推進課
２０－５５４４
（相談専用）

毎月第３金曜日
１３：３０～１５：３０

相談窓口のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定の趣旨 

平成２８年４月の「自殺対策基本法」改正により、自殺対策は「生きることの包括的な支

援」として新たに位置づけられるとともに、市町村に自殺対策計画の策定が義務付けられまし

た。 

これを受け、本市では、国が定める「自殺総合対策大綱」等の趣旨を踏まえて、地域の実情

に即した「福井市自殺対策計画」（以下、「本計画」という。）を策定し、これまで各機関が

それぞれに行ってきた取組をさらに計画的・効果的に推進していきます。 

 

基本理念 

市民一人ひとりが「こころ」と「いのち」を大切にし、 

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現 
 

数値目標  

  自殺死亡率を、１０年間で３０％以上減少させることを目指します。 

 

基本方針 

１ 生きることの包括的な支援として推進 

２ 関連施策との連携による総合的な対策の展開 

３ 対応の段階に応じたレベルごとの対策の効果的な連動 

４ 実践と啓発を両輪として推進 

５ 関係者の役割の明確化と連携・協働の推進 

 

計画の期間 

 令和２年度から令和６年度（５年間） 

 

   福 井 市 

自殺死亡率 

（人口１０万人当たりの自殺者数） 
現状 １０年後 

国 
（平成２７年）  

１８．５ 

（令和８年）  

１３．０以下 

福井市 
（平成２８～３０年平均） 

１７．５ 

（令和１１年） 

１２．２以下 

福井市自殺対策計画 概要版 


